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市内を流れる水門川には

「奥の細道」の旅で俳人・

松尾芭蕉が詠んだ句碑が
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門 民多が入載 し、その後、

11代 にわたる吾政が続いた。

奥の細道
むすびの地
俳人・松尾芭蕉は、元禄 2年
(1689)の 秋 、約 5か月の

「奥の細道」の旅をここ大垣

で終えた。そのおり、芭蕉は、
「蛤のふたみにわかれ行秋そ」
と詠んて、水門川の船町港か

ら桑名へ舟で下った。
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中世には大井荘と呼ばれ東大寺領で
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を再建整備したおりに、城下町の町民が
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れるユネスコ無形文化遺産大垣まつりの

剌の起源だと言われている。
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